
  
 
 

 

大規模地震時における初期対応を円滑に行うため、道路啓開が発災後迅速に進められるよう、

道路啓開の手順・体制等を定めた「熊本県道路啓開計画」を１２月末に策定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 道路啓開候補ルートの設定 

〇 県内で甚大な被害が想定される６つの地震に対して、優先的に啓開すべき道路を選定す 

るため、道路啓開候補ルート（被災地内ルート、支援ルート）を設定。 
   【想定される地震】 

①布田川・日奈久断層帯 ②別府・万年山断層帯 ③人吉盆地南縁断層 ④出水断層帯  

⑤雲仙断層群(南東部)    ⑥南海トラフ 

 

２ 道路啓開作業 

〇 発災後７２時間以内に道路啓開を完了することを目的にタイムラインを設定。道路啓開に

係る連絡体制・実施方法・留意事項等について整理。 
 

【道路啓開タイムライン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の進め方 

〇 県総合防災訓練などを活用して、定期的に道路啓開訓練を実施。 

〇 緊急輸送道路ネットワーク計画の見直し等を踏まえ、適宜、本計画の改定を実施。 

 

【裏面あり】 

「熊本県道路啓開計画」について 

令和７年３月１４日 
道路保全課 

報告事項１ 

道路啓開のイメージ 

瓦礫 

放置車両 緊急車両 瓦礫 

熊本地震時に道路が塞がれた状況（益城町） 

道路啓開とは…緊急車両等の通行を確保するため、最低限の瓦礫処理や放置 
車両の移動等を行い、救助・救援ルートを確保すること 



【道路啓開候補ルート図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路啓開候補ルート 

 

被災地内ルート 

被災地エリア内※の防災拠点等を接続 

するルート 

※震度６弱以上の地域内、津波浸水想定区域内の区域 

 

支援ルート 

被災地エリア内へアクセスするため 

の主要幹線ルート 

布田川・日奈久断層帯（県央地域(熊本市:震度７)を中心に被害が広域かつ甚大）の場合 

道路啓開候補ルート設定のイメージ 
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令和７年３月１４日 

都市計画課 

 復興まちづくりの進捗状況について 
 
 

【平成２８年熊本地震】 益城町における復興まちづくり 
 
 

① 熊本高森線の４車線化事業について 
 

＜現在の状況＞（令和７年 2 月末時点） 

○用地は、令和６年９月迄に全て取得完了 

○起点側（熊本市側）から惣領交差点迄の 

約 1.６ｋｍ区間を 4 車線で供用済 

○現在、惣領交差点から終点の寺迫交差点 

迄の約 2.2ｋｍ区間※）で工事を実施中 
  

※）土地区画整理事業により整備する約０．６ｋｍ区間を含む 

 
 

＜今後の予定＞ 

☆令和７年度中の全線供用に向けて、引き続き工事を推進 
 
 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

270 人
270 人 (100%)

3,167 ｍ
2,736 ｍ (86.4%)

供用済 1,600 ｍ (50.5%)
6,334 ｍ
6,030 ｍ (95.2%)

供用済 4,293 ｍ (67.8%)

工事
（歩道部）

全体延長
着手済

工事
（車道部）

全体延長
着手済

用地 地権者数
契約済

報告事項２ 

裏面へ 

① ② 

※令和６年１０月撮影 ※令和７年２月撮影 

4 車線での供用状況 4 車線化工事の状況 

（事業期間：平成２８年度～令和７年度） 
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 ②益城中央被災市街地復興土地区画整理事業について 
 

＜現在の状況＞（令和７年２月末時点） 

○仮換地は、９割を超える４６５画地を指定 

○宅地造成工事は、約７割で着手し、 

うち約５割は権利者へ引渡し済 

〇事業区域内では、益城町が役場南側で 

交通広場を整備中（来月供用予定） 
 

＜今後の予定＞ 

☆今月１８日、残る 17 画地の仮換地指定（案）を土地区画整理審議会に諮問予定 

☆令和９年度の事業完了に向けて、計画的に事業を推進 
 
 

（参考） 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 

【令和２年７月豪雨】 人吉市における復興まちづくり 
 
 

 ③青井被災市街地復興土地区画整理事業について 
 

＜現在の状況＞（令和７年２月末時点） 

○仮換地は、令和６年１１月に全て指定完了 

○宅地造成工事は、隣接する国道 445 号や 

区画道路と合せて整備を進めており、 

これまでに約５割を着手 
 

   ＜今後の予定＞ 

☆令和 10 年度の事業完了に向けて、計画的に事業を推進 
 
 
（参考） 

 

 

 

107 画地
107 画地 (100.0%)

107 画地
49 画地 (45.8%)

引渡済 0 画地 (0.0%)

仮換地 画地数
指定済

宅地造成
工事

画地数
着手済

①  

②  

※令和７年２月撮影 ※令和７年２月撮影 

益城町 
新庁舎 

交通広場 

文化 
会館 

凡例（仮換地指定） 

仮換地指定済（街区全体） 

〃   （街区の一部） 

R7.3.18 に審議会諮問予定 

交通広場（益城町施行） 4 車線化工事（土地区画整理事業区間） 

施行面積 
約 5.2ha ①   

※令和６年１２月撮影 

宅地造成工事の状況 

① 

②  

施行面積 
約 28.3ha 

① 

（事業期間：令和４年度～令和１０年度） 

482 画地
465 画地 (96.5%)

482 画地
316 画地 (65.6%)

引渡済 218 画地 (45.2%)

宅地造成
工事

画地数
着手済

仮換地 画地数
指定済

（事業期間：平成３０年度～令和９年度） 



渋滞解消推進本部の取組みについて

令和７年（2025年）３月１４日
熊本県都市計画課

報告事項３



住民参加型の道路計画検討
渋滞解消推進本部について

熊本都市圏の渋滞対策

熊本都市圏市町とのトップ会談

熊本市トップ会談
(令和6年7月18日)

熊本県・熊本市調整会議
(令和6年8月19日)

■県市の合意事項

・都市圏渋滞における課題や取組みの方向性について意見
交換を実施。

・県市が共通の目標のもと、国とも連携しながら、渋滞解消に
取り組んでいくことを確認。

・「自動車１割削減、渋滞半減、公共交通２倍」との目標を掲
げる。

■県市の合意事項

・熊本市東部・北東部エリアをターゲットに、交差点改良や公
共交通への利用促進に向けた取組みを実施し、年内を目途
に、短期対策の具体箇所、近隣自治体を含めた渋滞対策の
方向性等を示す。

・９月２日から３０日まで、県・市合同で時差出勤等の取組み
を推進する。

嘉島町トップ会談
（令和6年9月11日）

菊陽町トップ会談
（令和6年9月11日）

合志市トップ会談
（令和6年10月3日）

大津町トップ会談
（令和6年10月9日）

益城町トップ会談
（令和6年10月9日）

■町意見

・町西側の公共交通が
脆弱

・幹線道路の混雑

・幹線道路から町道への
通り抜け交通が多い

・道路ﾈｯﾄﾜｰｸが脆弱

■町意見

・幹線道路の混雑

・主要な交差点の混雑

・通勤バス等の定時性
確保

・JR豊肥線の機能強化

■市意見

・幹線道路の混雑

・交通規制による渋滞
対策

・公共交通への利用転換

・熊本電鉄の機能強化

■町意見

・幹線道路の混雑

・主要な交差点の混雑

・アクセス鉄道の整備と
併せた道路整備

・JR豊肥線の機能強化

■町意見

・幹線道路の混雑

・主要な交差点の混雑

・空港へのアクセス改善

・企業や宅地開発による
交通量の増加への懸念
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東部エリア

北東部エリア

健軍電停

空港アクセス鉄道

阿蘇くまもと空港

セミコンテクノパーク
周辺エリア

１ ３
４

５

10

11

肥後大津駅

御代志駅

南熊本駅

桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ

9

8

7

6

5

10

1

2

上熊本駅

新水前寺駅

熊本駅

６

７

９

拡大図11
12
13
14
15
16

17

南部エリア

８

２
中心部エリア

4
3

原水駅

A

B

など

など

など

など
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住民参加型の道路計画検討
熊本都市圏の渋滞対策

＜熊本都市圏における主要渋滞箇所＞

加速化対策（短期）：３年
・交差点改良や信号制御の最適化（１６箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進

＜エリア凡例＞

県市連携（短期）

県市連携（中期）

拡大図11

12

13

14

15

16

17

（R6.12月時点）

加速化対策（短期）：３年
・交差点改良や信号制御の最適化（１４箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進
・ＢＲＴ実証実験及びバス専用レーンの検討

【セミコン周辺エリア】
企業進出や宅地開発による
交通量の急増に対応

【都市圏南部エリア】
慢性的な渋滞に対応

【都市圏東部エリア】
空港と中心部のアクセス改善に向けた
県・市連携施策の集中施行

＜道路施策＞
施策名 時期

■道路ネットワーク整備の着実な推進
○高規格道路

・中九州横断道路 ・熊本西環状道路(砂原工区)
○その他一般道路
・国道３号 植木バイパス ・国道387号（須屋工区)
・国道443号（空港北工区） ・熊本高森線（(都)益城中央線)
・大津植木線（多車線化･合志ＩＣｱｸｾｽ道路）
・新山原水線（(都)菊陽空港線) ・辛川鹿本線
・(都)池田町花園線 ・都市圏南部の渋滞対策の検討

中期
（〜10年）

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本益城大津線（第二空港線） ・熊本空港線(第一空港線)

■車から自転車などへの転換
○自転車・歩行者空間整備
・熊本高森線（(都)益城中央線）・大津植木線（多車線化）

■広域道路ネットワークの構築
・中九州横断道路 ・国道３号 植木バイパス
・熊本都市圏３連絡道路

長期

抜本対策
・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

第二空港線、国体道路東西線など

宅地開発による交通の増加
抜本対策
・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

熊本市 合志市 菊陽町 大津町 益城町 嘉島町 計

箇所数 174 17 13 8 3 11 226

＜公共交通施策＞
施策名 時期

公共交通利用促進キャンペーン

短期
(〜3年)

運転士不足対策
駅やバス停の改良
バス・電車無料の日
市電３両編成導入
利便性の高い料金施策
パーク・サイクル&ライドの拡大
シェアサイクルの利用エリア拡大
新水前寺バスベイ設置
バス路線網やダイヤの拡充
豊肥本線の増便・増結、駅の改良
従業員送迎バスの導入や共同運行
「交通連合/運輸連合」※の実現

中期
(4〜10年)

阿蘇くまもと空港アクセス鉄道整備
豊肥本線の速達性向上や複線化
バス優先/専用レーン
路線バスの輸送力向上
BRT/LRTの活用

※持続可能な公共交通の経営体/人材確保・処遇改善等の課題解決を図る

施策名 時期
熊本市電の輸送能力向上や延伸

中期
(4〜10年)

電鉄を軸とした新たな公共交通ネッ
トワークの構築
市電延伸（（仮称）東町線）
自動運転バスの社会実装
持続可能な公共交通の維持 長期

＜その他施策＞
施策名 時期

時差出勤・在宅勤務等の取組み推進
（実施企業の宣言や認証制度等） 短期

（〜3年）
既存道路ネットワークの利活用

※時期は取組み
開始時期

渋滞対策の取組み方針（位置図）

２

（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

主要渋滞箇所
(解除済み箇所)

主要渋滞箇所
（追加候補）

交通結節点

県取組み
(交差点改良等)

市取組み
(交差点改良等)

番号

番号



住民参加型の道路計画検討渋滞対策の方向性
熊本都市圏の渋滞対策

加速化対策（短期）：～３年
交差点改良や信号制御の最適化 ３０箇所
市内）主要渋滞箇所 ８か所及びその周辺３か所 ＜ ８/１７４（約 ５％）＞
市外）主要渋滞箇所１６か所及びその周辺３か所 ＜１６/ ５２（約３０％）＞

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
<都市圏東部エリア> １４箇所：熊本益城大津線 など
<セミコン周辺エリア> １６箇所：大津植木線 など

■バスベイの整備による交通の円滑化
・熊本菊陽線など（１０箇所）

■道路ネットワーク整備の着実な推進
・熊本西環状道路（池上工区） など

抜本対策（中期）：４～１０年
主要渋滞箇所２２６箇所のうち約８０箇所の改善に向け

取組みを強力に推進

■道路ネットワーク整備の着実な推進
・中九州横断道路、熊本西環状道路、国道４４３号 など

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本空港線 他

■車から自転車などへの転換
・自転車･歩行者空間の整備

抜本対策（長期）：１１年～
広域道路ネットワークの構築

・熊本都市圏３連絡道路など

加速化対策（短期）：～３年
年間利用者数

路線バス） ・現状（2023年） 2,449万人/年→目標（2027年） 3,000万人/年
市電） ・現状（2023年） 1,009万人/年→目標（2027年） 1,170万人/年

■公共交通の利便性向上及び利用促進
・利用促進キャンペーン、運転士不足対策 など

■公共交通の輸送力強化と基盤整備
・肥本線の増便･増結や駅施設の改良整備 など

抜本対策（中期）：４～１０年
公共交通分担率※を２倍にする

■公共交通の輸送力強化と基盤整備
・「交通連合」の実現、空港アクセス鉄道整備など

抜本対策（長期）
持続可能な公共交通の維持

加速化対策（短期）：～３年
・１年以内に１万人規模の取組み ・時差出勤等に取り組む企業２００社

■集中する“時間”の分散
・官公庁や民間企業の時差出勤・在宅勤務を推進
※実施企業の宣言や認定制度等

■集中する“場所”の分散
・既存道路ネットワークの利活用

県市で取り組む道路施策
～車の『流れ』を良くする取組み～

県市で取り組む公共交通施策
～車から公共交通への『転換』を促す取組み～

連携

県市で取り組むその他施策
～ピーク時の交通を『分散』する取組み～

３



東部エリア

北東部エリア

健軍電停
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菊

住民参加型の道路計画検討
熊本都市圏の渋滞対策

＜熊本都市圏における主要渋滞箇所＞

＜エリア凡例＞

県市連携（短期）

県市連携（中期）

拡大図11

12

13

14

15

16

17

（R6.12月時点）

加速化対策（短期）：３年
・交差点改良や信号制御の最適化（１４箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進
・ＢＲＴ実証実験及びバス専用レーンの検討

【セミコン周辺エリア】
企業進出や宅地開発による
交通量の急増に対応

【都市圏南部エリア】
慢性的な渋滞に対応

【都市圏東部エリア】
空港と中心部のアクセス改善に向けた
県・市連携施策の集中施行

抜本対策
・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

第二空港線、国体道路東西線など

宅地開発による交通の増加

抜本対策
・道路ネットワーク整備の着実な推進 熊本市 合志市 菊陽町 大津町 益城町 嘉島町 計

箇所数 174 17 13 8 3 11 226

渋滞対策の取組み方針（位置図）

４

（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

主要渋滞箇所 主要渋滞箇所
(解除済み箇所)

主要渋滞区間 主要渋滞区間
（追加候補）

交通結節点

県取組み（交差点改良等）

市町取組み（交差点改良等）番号

番号

※枠線なし：公共交通施策の取組み

新駅

菊

菊

大

大
大

4
3

原
水
駅

益
益

益
益

益

＜公共交通施策＞
施策名 時期

公共交通利用促進キャンペーン

短期
(～3年)

運転士不足対策

駅やバス停の改良

バス・電車無料の日

市電３両編成導入

利便性の高い料金施策

パーク・サイクル&ライドの拡大

シェアサイクルの利用エリア拡大

新水前寺バスベイ設置

バス路線網やダイヤの拡充

豊肥本線の増便・増結、駅の改良

従業員送迎バスの導入や共同運行

交通結節点整備及び二次交通の充実

「交通連合/運輸連合」※の実現

中期
(4～10

年)

阿蘇くまもと空港アクセス鉄道整備

豊肥本線の速達性向上や複線化

バス優先/専用レーン

路線バスの輸送力向上

※持続可能な公共交通の経営体/人材確保・処遇改善等の課題解決を図る

施策名 時期

BRT/LRTの活用

中期
(4～10

年)

熊本市電の輸送能力向上や延伸

電鉄を軸とした新たな公共交通ネッ
トワークの構築

市電延伸（（仮称）東町線）

自動運転バスの社会実装

広域的なバス路線や新たな交通モー
ドの導入検討

持続可能な公共交通の維持 長期

＜その他施策＞

施策名 時期

時差出勤・在宅勤務等の取組み推進
（市町村での実施、実施企業の宣言
や認証制度等）

短期
（～3
年）

既存道路ネットワークの利活用

※時期は取組み開始時期
＜道路施策＞

施策名 時期
■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
<都市圏東部エリア> 14箇所

・熊本益城大津線(3箇所) ・国体道路(７箇所) ・小池竜田線(2箇所)
・国道443号(2箇所) ・熊本空港線(1箇所)

＜セミコン周辺エリア＞ 16箇所
・熊本大津線(3箇所) ・大津植木線(2箇所) ・大津西合志線(2箇所)
・国道325号(1箇所)    ・住吉熊本線(6箇所) ・辛川鹿本線(1箇所)
・託麻北部線(1箇所)

短
期
（
～
３
年
）■バスベイの整備による交通の円滑化

・熊本菊陽線など(10箇所)
■道路ネットワーク整備の着実な推進

・熊本西環状道路(池上工区) ・(都)坪井龍田陣内線 など
■道路ネットワーク整備の着実な推進
○高規格道路

・中九州横断道路 ・熊本西環状道路(砂原工区)
○その他一般道路
・国道３号 植木バイパス ・国道387号（須屋工区) ・国道443号（空港北工区）
・熊本高森線（(都)益城中央線)  ・大津植木線（多車線化･合志ICｱｸｾｽ道路）
・新山原水線（(都)菊陽空港線) ・辛川鹿本線 ・(都)池田町花園線
・都市圏南部の渋滞対策の検討
・(都)竹迫第二ﾃｸﾉ線<合志市> ・(都)南方大人足線など<菊陽町>
・(都)三吉原北出口線など＜大津町＞ ・(都)益城東西線など<益城町>
・(都)鯰森崎線など<嘉島町> など

中
期
（
～
10
年
）

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本益城大津線（第二空港線） ・熊本空港線(第一空港線) など
■車から自転車などへの転換
○自転車・歩行者空間整備
・熊本高森線（(都)益城中央線） ・大津植木線（多車線化） など

■広域道路ネットワークの構築
・中九州横断道路 ・国道３号 植木バイパス ・熊本都市圏３連絡道路 など

長
期

加速化対策（短期）：３年
・交差点改良や信号制御の最適化の検討

抜本対策
・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

セミコンテクノパーク
周辺エリア

加速化対策（短期）：３年
・交差点改良や信号制御の最適化（１６箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進

国 事 業

市 町 事 業



都市交通マスタープランの策定にあたっての
中間報告（概要）

調査結果等から見える都市圏交通の現状について

令和７年（2025年）３月１４日
熊本県都市計画課

報告事項４



都市圏交通の現状について

1

（１）外出行動の変容
・外出する人の割合の減少 （88.5%→79.0%）
・１日の移動回数の減少 （2.78回→2.23回）

（２）車依存の進行
・移動する際に自動車を選択する割合の増加(64.4%→67.3%)
・特に高齢者においてその割合の増加が顕著(61.8%→74.2%)

（４）都市圏北東部の急速な開発
・都市圏北東部(菊池市,合志市,大津,菊陽町)居住人口の増加(+5.2%)
・人口増加に追い付かない交通インフラ

（３）公共交通のサービス低下・利用低迷
・運行サービス低下(バス:-27%,市電:-15%)、利用者数減少(バス:-27%,市電:-2%)
・ＪＲの利用者はコロナ禍以前より増加、近年は混雑率100%超
・熊本電鉄は運行サービスは維持しているが、利用は低迷

１．前回調査時（H24:2012）から今回調査時（R5:2023）の変化

（５）慢性化する交通渋滞
・集中する朝ピーク交通 （朝ピーク率12.0%→14.3%）
・朝ピークに重なる送迎交通(全体の約7%)



83.2%
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79.0%
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(万トリップ/日）

2

■総トリップ数（都市圏全体の累計移動回数）

■移動回数（１人が１日に移動する平均回数）

・外出率、移動回数ともに減少している。
・コロナ禍の影響やインターネットの普及などを理由に外出が減少している。

（１）外出行動の変容

約15％減少

外出率減少

8%

28%

5%

3%

13%

24%

16%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

インターネットで生活が完結するから

コロナの影響で外出を控えているから

屋内で活動したいから

外出する移動手段がないから

外出する暇がないから・面倒だから

以前に比べ体力が落ちたから

お金を浪費したくないから

免許を返納したから

N＝777

N＝2,619N＝472
N＝292

N＝1,255

N＝2,283

N＝1,502

N＝287

■外出が減った理由

都市圏交通の現状について

■外出率（１日１回は家から出かける人の割合）

2.97 3.14
2.83

2.47
2.78

2.23

1

2

3

4

1997 2012 2023

回
/日

外出した人の１日あたりの移動回数
１日あたりの移動回数

移動回数減少



0.5%

0.5%

0.6%
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74.2%

61.8%

46.1%
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14.8%

12.7%

19.1%

26.9%
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67.3%

64.4%

59.3%
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・自動車分担率は64.4%から67.3％に増加、公共交通分担率は5.9%から5.2％に減少している。
・65歳以上の高齢者の自動車分担率が61.8%から74.2％と大きく増加している。
・免許保有率も高齢者において増加している。

3

■交通手段分担の変化

N＝2,668.7（千トリップ）

N＝2,314.8（千トリップ）

自動車分担率増
全体 64.4→67.3%

公共交通分担率減
5.9→5.2%

5.9%

5.2%

N＝2,274.4（千トリップ）5.9%

■年齢階層別 免許保有率
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52.4%

66.1%

高齢者の
免許保有率
52.4⇒66.1%

■65歳以上の交通手段分担の変化

N＝525.0（千トリップ）

N＝612.6（千トリップ）

N＝224.0（千トリップ）

自動車分担率増
61.8⇒74.2%

11.4%

7.4%

5.0%

都市圏交通の現状について
（２）車依存の進行



都市圏交通の現状について
（３）公共交通のサービス低下・利用低迷
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利用者数(千人/年度) 走行キロ(千㌔/年度)

・JRは、利用者数は増加傾向にあり、豊肥本線の近年の混雑率の増加が顕著。
・熊本電鉄は、運行サービスは維持されているが、輸送密度は、他鉄軌道に比べて少ない。
・市電は、利用者数は維持されているが、2020年以降の運行サービスは低下傾向。
・バスは、前回調査時から約３割の利用者減少・運行サービス低下。
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ロ

利用者数︓熊本市資料，混雑率︓国土交通省資料
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利用者数︓熊本市資料，走行キロ︓熊本市交通局事業年報

熊本電鉄 利用者: 1,716千人-3% 走行㌔: 743千㌔/年 +16%JR 利用者: 15,859千人+35% 運行本数︓101本 +7％

バス 利用者: 23,283千人-27% 走行㌔: 2,356千㌔/年 -27%市電 利用者: 10,088千人-2% 走行㌔: 1,540千㌔/年 -15%
走行キロ増減は対2015年度

利用者数︓熊本市資料，走行キロ︓共同経営推進室資料

積み残し（新水前寺駅前）

行列の路上溢れ（健軍町）

利用者数︓熊本市資料，走行キロ︓鉄道統計年報，輸送密度︓鉄道統計年報・JR九州資料

※豊肥本線（熊本〜肥後大津・光の森）
営業走行キロは増加も利用者は減少

(人/日)

■輸送密度（2022年度）

※豊肥線は肥後大津〜熊本
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運行本数は増加し利用者数も増加傾向

豊肥線の混雑率は
近年増加が顕著

■運行本数（豊肥線）
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営業走行キロは減少し利用者も減少
営業走行キロは減少し利用者数維持



・都市圏北東部（菊池市、合志市、大津町、菊陽町）の居住人口は、都市圏全体よりも増加している。
・居住人口が増加しているものの、道路整備が追い付いていない地域も確認される。

5

■居住人口増減

資料︓国勢調査

（資料）都市計画基礎調査・全国道路街路交通情勢調査等より整理
道路幅員5.5m以上の改良済延長を対象に算出

■道路網密度

都市圏交通の現状について
（４）都市圏北東部の急速な開発

■都市圏居住人口

■都市圏北東部の居住人口

資料︓国勢調査
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6

朝ピーク率の増加
12.0→14.3%

・朝ピーク率（総トリップにおける８時台のトリップの割合）が前回よりも上昇している。
・通勤や業務の目的において、朝ピークのトリップが多く、交通渋滞の要因となっていることが予想される。
・送迎（主に通学、通勤、私用目的）についても、朝ピークにおいて全体の約７％を占めている。
■移動時間帯の推移（着時刻分布・全手段）

■時間帯別の全目的トリップ（自動車）

都市圏交通の現状について
（５）慢性化する交通渋滞

送迎トリップは
全目的のうち約

７％

■時間帯別の送迎トリップ（自動車）



7

パーソントリップ調査から見える現状・課題を踏まえ、今後、詳細な分析を行い、学識
者等からなる熊本都市圏総合交通計画協議会に諮りながら、課題解決のための施策
の提案につなげる。

また、土地利用の計画（熊本都市計画区域マスタープラン等）と整合を図りながら
将来の交通計画である都市交通マスタープランを策定する。

１． 都市交通マスタープラン策定までのスケジュール

今後の進め方



 
 

【駐車場規模について】 

○熊本県民総合運動公園では、これまで実施してきたアクセス改善対策実証

事業の結果を踏まえ、スタジアムの近くに新たに 1,000 台規模（約 2,400

人分相当）の駐車場の増設に取り組みます。 

○このことにより、来園者駐車場をこれまでの約 3,400 台の 1.3 倍となる約

4,400 台確保することや駐車場の分散化により、駐車場不足の改善や交通

混雑の緩和を図ります。 

 

【今後の手続きについて】 

○これまでに、都市計画法に基づく駐車場区域を追加する都市計画案の住民

説明会や公告・縦覧が終了したところであり、年度内の熊本市都市計画審

議会への付議を予定しています。 

○来年度、都市計画決定や事業認可の取得後、速やかな事業着手を目指し取

り組んで参ります。 

 

 

 令和７年３月１４日 

都市計画課 

 

熊本県民総合運動公園の駐車場整備について 

 

  

  

熊本県民総合運動公園計画変更概要図 
 

追加区域  3.5ha 

 

拡大図  

調整池 

計画案 

報告事項５ 



緑の流域治水の推進と五木村・相良村の振興について

１ 【裏面あり】

報告事項６
球磨川流域復興局付・河川課

１ 「緑の流域治水」の主な取組状況

（１）流水型ダムの事業の方向性・進捗を確認する仕組み

・昨年12月7日に、流水型ダムの事業の方向性や進捗を確認する「仕組み」の第3回
会議を開催。

構成員：県、九州地方整備局、球磨川流域市町村長、流域住民(市町村別、分野別)、
有識者(河川工学、環境)

・会議では「新たな流水型ダムの環境影響の最小化に向けた取組み」「流域の森の
現状や土砂・流木対策」について、流域住民と確認。

・会議の内容及び結果については、県ホームページに掲載するとともに、1月25日に
新聞広報を実施し、広く県民に周知。

（２）「緑の流域治水」に関する流域市町村職員研修会について

12/18 球磨村職員研修会

・住民に一番身近な行政機関である流域の市町村職員が、流水型ダムを含む「緑の
流域治水」の各取組みを自分事として捉え、更に理解を深めることができるよう、
流域市町村職員研修会を実施。

・昨年9月4日の人吉市に続き、12月18日に球磨村、2月10日に八代市で開催。国、県
から、管理する河川での具体的な治水対策の進捗状況や新たな流水型ダムの構造・
環境影響に対する工夫等について説明。

12/7 「仕組み」第3回会議

川辺川の流水型ダムの完成イメージ

2/10 八代市職員研修会

1/25 熊本日日新聞での見開き広報



２

２．五木村・相良村の振興について

＜相良村＞

・1月26日、川辺川の河川整備関係工事の着工式を開催。令和17年度(2035年度)の流水型
ダム完成までを目指して川辺川の河川整備を進めるとともに、大雨の際に冠水する国道
445号上下坂地区の道路嵩上げも一体的に実施。

・現在、相良村が県の地域づくり夢チャレンジ推進事業を活用し、村の魅力を発信する特
産品を開発中。村内を流れる川辺川の湧き水と、村の特産品であるお茶の葉を使用した
クラフトビールを試験製造。熊本市内での試作品配布会等を実施中。

（３）球磨川水系県管理河川について

＜五木村＞

・1月26日、県道宮原五木線道路改良工事の着工式を開催。急カーブ、見通し不良、幅員
狭小区間を、より安全・安心で円滑な通行が確保できるよう改良。

・2月16日、村主催の村民説明会開催。参加した住民約40人に対し、国・県・村から「流
水型ダムを前提とした振興の取組み」「ダム関連事業の進捗」等について説明。

・3月3日、東地区の区長らで組織される「五木村東地区まちづくりグランドデザイン協議
会」が、同地区の振興に関し議論してきた内容を取りまとめた提案書を村長へ提出。
3月15日には、同様に宮園周辺地域の区長らで組織される「宮園周辺地域振興協議会」
が地域住民に対する報告会を開催予定。

2/16 五木村村民説明会道路改良概要（五木村椿工区）

・人吉市の御溝川の二次放水路整備工事について、3月8日
に完成式を開催。

・あさぎり町の田頭川の河川整備工事について、3月8日に
着工式を開催。

・その他、河川改修、宅地かさ上げ、遊水機能を有する土
地の確保・保全など12河川で事業推進中。

御溝川二次放水路完成（人吉市）

さがらクラフトビール1/26 川辺川河川整備関係工事着工式（相良村）

3/3 五木村東地区まちづくり
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ協議会

・引き続き、国・県・村が一体となり、村民の皆様の御意見を十分お聴きしながら、目に
見える形で着実に両村の振興を推進していく。


